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栽培試験区の概要(2001年)．第1表

概要場所試験区

無窒素

化学肥料(慣行）

稲わら施用

豚ぷん堆肥連用

化学肥料(V字稲作）

化学肥料(V字稲作）

19年間継続

19年間継続

19年間継続

19年間継続

19年間継続

石川

石川

石川

石川

富山

長野

富山

富山

富山

富山

富山

根上1区

根上2区

根上3区

根上6区

入善圃場

伊那圃場

無肥料区

無窒素区

無リン区

無カリ区

三要素区

第2表石川県根上町における水稲出液中のサイトカイニン(t-ZR)含有量．

サイトカイニン(t-ZR)含有量(ピコモル/O.1ml)

試験区 7月10日 8月10B、 、

無窒素区(1区)O.028±0.009

慣行区(2区)O.033

稲わら区(3区)O.026±0.003

豚ぷん堆肥区(（

LSD(p<0.05)n.s・★

３
１
３

0．053±0．011

O.033±0．005

O.011

，．s.★★

３
２

1

平均値±標準誤差(n=1～3)

LSD(p<0.05)rO.052(n=3),O.022(n=3～1)

★☆0.058(n=3～2),0.073(n=3～1),0.078(n=2～1)

（注)n=3とn=1の試験区を比較する場合は,n=3～1のLSD値を参照

n=3同士の試験区を比較する場合は,n=3のLSD値を参照

n=2とn=3の試験区を比較する場合は,n=2～3のLSD値を参照

n=2とn=1の試験区を比較する場合は,n=2～1のLSD値を参照

第3表入善町、伊那市水田の出穂期における出液中サイトカイニン(t-ZR)含有量．

試験区 n サイトカイニン(t-ZR)含有量(ピコモル/0.1ml)

入善(水口）

入善(水尻）

伊那(水口）

伊那(水尻）

根上(標準、2区

LSD(p<0.05)
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士
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７
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３
３
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９
５
７
３

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

平均値士標準誤差(n=1～3)

☆LSD(p<O.05)!O.034(n=3),0.038(n=2～3),

0.048(n=3～1),0.042(n=2),0.051(n=2～1)
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水稲栽培における8葉期中干しが根系生育と根の伸長角度に及ぼす影響

水稲栽培における中干しは、茎数制御および根系の健全な生育を助長させる

意味で重要な水管理技術の一つであると認識されている。慣行的な中干しの実

施時期は、最近の温暖化現象に伴い除々に早くなってきているが、中干しの実

施が根の伸長角度に及ぼす影響に関しては解明されていない。本研究では、8

葉期中干しを地域の栽培管理指針として普及させている富山県入善町の農家水

田で調査した。また、大型のコンテナーにガラス製の根箱(25Cmx25cm)を

設置するモデル実験をガラス室内で実施することにより、8葉期中干しが根系

に及ぼす影響について、常時湛水管理および10葉期中干しと比較して検討し

た。材料はコシヒカリを用いた。モデル実験では、8葉期中干し区の総根数、

総根乾重が10葉期中干し区より有意に多かった。常時湛水区の総根数と総根

重は10葉期中干し区より有意に大きく、遅い時期の中干しは根数を減少させ

る懸念があることが示唆された。伸長角度別の根数および根重の分布状況を調

査した。水平面（0°）から30．内の土壌層に伸長した根数は、湛水区および

8葉期中干し区より10葉期中干し区で有意に少なく、この傾向は30～60。お

よび60~90．内における根数においても認められた。どの伸長角度内であって

も、8葉期中干し区の根数は10葉期中干し区より有意に多かった。0~30・およ

び30~60。の伸長角度内の土壌に伸長した根乾重は、8葉期中干し区が10葉期

中干し区より有意に多いことから、8葉期中干しにより斜方向に伸長する根が

増加するものと考えられた。富山県入善町で8葉期中干しを実施している圃場

で栽培したコシヒカリの土壌中階層分布を慣行栽培区（対照）として比較した。

入善のコシヒカリは土壌O~10伽の層の根重が有意に多く、総根重も有意に多

かった。出穂期におけるRb吸収量も入善圃場のコシヒカリで高い傾向が認め

られることから、8葉期中干し管理は根系の生理活性も高く維持するものと考

えられた。
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第1表出穂期における根重分布

無N区

化学肥料区

稲ワラ区

豚ぷん堆肥区

3．10cm 10-20cm20g30Cm30-40cm

109．6±7．7

139.5±29．5

129．2±5．5

56．0士12．2

31．0±5.2

39.2±3．2

51．3±7．3

40．7±6．8

11．9±2．6

7．4±1．8

3．0±1．3

7．5±2．3

0．8±0．35

0

0

0．6±0．31

LsD(0.05)66.4*23.48.3*0.93

平均値±標準誤差(n=3)、＊コアサンプル法にて採取（の53mm)

第2表収穫期における根重分布

0.10cm 0－20cm 2‐30cm 30－40Cu

ﾐ根重／．

153．4±14．3

186．2±27．8

183．4士4．4

104.8±14．1

68．9＊

栽培墜

無N区

化学肥料区

稲ワラ区

豚ぷん堆肥区

146．8±12．4

109.3±13.6

129.0±2．4

102.8±5．8

30．0±3.4

43.0±5．4

26．5士2．9

24．0±5．7

5．9±0．7

13．8±0．7

13．5±3．5

7．0±1．1

0.4±0．3

3．2±1．4

2．6±0．4

1．4±0．2

183．1±13.5

169.3±19．2

171．7±1．7

135.2±11.5

D(0.0 8.7
＊

射【
＊

7．5

平均値±標準誤差(n=3)

第3表栽培区の違いによる出液速度

無N区

化学肥料区

稲ワラ区

豚ぷん堆肥区

、U(U,〔

1．92±0．28

2．68±0．24

1．60±0．57

1．56±0．56

0．09±0．01

0．13±0．01

0．14±0．03

0．19±0．02

】（】f

＊

平均値±標準誤差(n=5)

第4表出穂期および登熟中期におけるRb吸収量

毛b剛

2．18±0．19

1．78±0．22

5．28±0．64

1．09±0．03

52．3

0．15±0.01

0．08士0.02

0.24±0．03

0．24士0．03

」U卜

栽培区株間5em下株直下20cm

無N区327士67177±17

化学肥料区183±3329±59

稲ワラ区214士14341±49

豚ぷん堆肥区197±6275±15

5cm．、 20c

ISD(0.05）136．5★

平均値±標準誤差(n=3)

第5表収量構成要素

無N区

化学肥料区

稲ワラ区

428kg/10a
587

615

＊

63.7粒

66.1

64.4

136±7

137±5

133±8

150±8

28．3

悪／名

15.8本

19．4

21．2

22．lg
23．4

22．7

228±23

213±18

193±15

160±26

68

熟歩合

94.1％

92．8

87．1

644 72．5 2L22885．6

第6表栽培土甑の理化学性（9月13日採取、乾土:mg/1009)

腐食Av-P205AV-SiO2CEC

％mE/100直mE/lOOameq直

無N区26572561136456671636

化学肥料区27522031137556758625

稲ワラ区31941821136859537632

豚ぷん堆肥区371471801432860172673
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